
2023年世界糖尿病デーin宮城医療従事者のための講演会
テーマ『  糖尿病から宮城の未来を見つめる』

日 時：2023年11月19日（日）12：30～16：00
  ※12：00より開場いたします。糖尿病治療に必要な血糖自己測定器、連続グルコースモニタリング器、

  ペン型インスリン注入器、持続皮下インスリン注入器などの展示ブースを開設しております。

会 場：宮城県歯科医師会館 5階大講堂（仙台市青葉区国分町1丁目5-1）

対 象：医師、歯科医師、看護師、薬剤師、栄養士、検査技師、歯科衛生士など
糖尿病医療に興味のある医療従事者どなたでも

参加費：無料
定 員：先着180名（事前申込方法については裏面をご覧ください）
取得単位：日本糖尿病療養指導士 認定更新のための研修会として下記申請中

・第２群〈全職種〉日本糖尿病療養指導士認定機構より１単位
宮城県糖尿病療養指導士 認定更新のための研修会として下記申請中

・宮城県糖尿病療養指導士－指定研修B群 ２単位
※研修参加証につきましては、遅刻・早退の場合は発行されませんので予めご注意下さい。

主催/世界糖尿病デーin宮城 実行委員会 共催/宮城県糖尿病対策推進会議、宮城県糖尿病協会、宮城県歯科医師会、宮城県医師会

プログラム

開会のあいさつ（12：30～12：35）
             細谷 仁憲 先生（宮城県歯科医師会 会長）

講演１（12：35～13：05）
『膵臓･膵島のことをもっと考えよう！もっと知らせよう！』

 赤井 裕輝 先生（東北医科薬科大学若林病院 院長）

講演２（13：05～13：35）
『宮城県の小児肥満の現状と糖尿病予防に向けた対策』

鈴木 大 先生（東北大学病院 小児科 助教）

講演３（13：35～14：05）
『糖尿病患者の歯科的対応について』

伊藤 雅之 先生（宮城県歯科医師会 病診連携委員会 委員長）

休憩（14：05～14：25）

講演４（14：25～14：55）
『宮城県の栄養課題と当院の糖尿病多職種連携における管理栄養士の役割』

 渥美 淑子 先生（東北大学病院 管理栄養士）

講演５（14：55～15：25）
『医療者のコミュニケーションの力～1型糖尿病歴33年の経験から～』

香川 由美 先生（東京大学大学院医学系研究科 公共健康医学専攻 
医療コミュニケーション学分野 特任研究員）

講演６（15：25～15：55）
『サルコペニア・フレイルが糖尿病患者に及ぼす影響を考える～運動療法の重要性について～』

咲間 優 先生（坂総合病院地域健康課、坂総合クリニック運動療法センター 係長）

閉会のあいさつ（15：55～16：00）
              赤井 裕輝 先生（世界糖尿病デーin宮城実行委員長）



参加手順（2023年世界糖尿病デーin宮城 医療従事者のための講演会）

・講演会は現地開催となっております。オンラインでのご参加はできません。
・下記URL もしくは2次元コードより事前登録サイトより参加申込をおこなって
ください

事前登録サイト：https://00m.in/7kQU4
※ご参加申込はお１人づつ、ご登録をしてください。
数名をまとめての登録はできません。

※必要事項（参加者氏名、所属情報、職種、糖尿病
療養指導士関連の研修会参加証の要・不要について）

※必要事項を入力し送信しますと『参加申込を受付ました』のメッセージ
が表示されます。これで事前登録は完了です。
当日、会場へお越しください。

・事前登録は先着順とさせていただきます。定員になり次第、受付終了となり
ますのでご了承ください。

事前登録サイト

糖尿病療養指導士関連の単位取得に関するご案内

会場案内

お問い合わせ

・下記のGmailでの対応のみとなっております。

Gmail：DMdayin.miyagi@gmail.com
・すぐにお返事はできませんのでご了承ください。

主催：世界糖尿病デーin宮城 実行委員会

・講演会の参加証は、遅刻・早退時にはお渡しできませんのでご注意ください。
・講演会の参加証は、講演会終了後に受付でお渡しいたします。
参加証と引き換えに「参加証配布者名簿」へお名前、認定番号、職種を記入
していただきますので、認定番号を事前にご準備ください。

・参加証は認定更新の際に必要になりますので大切に保管してください。
※再発行はできません

https://00m.in/7kQU4
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